
 

羽田空港の着陸機に大きく影響を及ぼす北東強風 

－２０１１年 7 月 20 日 台風第 6 号接近時の北東強風事例－ 

 
１．はじめに 

 2011 年 7 月 20 日から 21 日にかけて、羽田空港では台風第 6 号の接近により北東風が

強まり、20 日夜にはゴーアラウンド（着陸復行）する航空機が相つぎ、ホールディング（空

中待機）や羽田に向かう便の出発停止の措置が取られるなど、航空交通流に大きな影響が

出ました。今回は、当日の気象状況について解説します。 

２．気象概要   

 7月20日潮岬付近を通過した大型の台風第6号は、

東海道沖を南東進し 21 日朝にかけて八丈島の南海

上に進みました（第 1 図）。 
 20 日 21 時の地上天気図（第 2 図）をみると、台

風第 6 号は東海道沖を東南東に進んでおり、オホー

ツク海には高気圧があって南に張り出しています。

また、関東の東海上には停滞前線があってゆっくり

南下しています。 
 第 3 図に 20 日 15 時から 21 時にかけての、東日

本の風・気圧・気温の状況を示します。15 時には、

茨城県北部から栃木県南部に地上シアーラインが解

析されますが、これは関東の東海上の停滞前線に連

なる気団の境界と考えられ、シアーラインの北側で

は、オホーツク海高気圧から吹き出す冷涼な北東風

（気温 20℃以下（図中のピンクの領域））、南側では

太平洋高気圧から吹き出す南風（気温 28℃前後）と

なっており、南北間の気温差が大きい状況でした。 
このシアーラインは、18 時には千葉県北部から東

京・埼玉県境付近に南下し、18 時 30 分頃羽田空港

を通過しました。 
羽田空港では、シアーラインの通過によって、そ

れまでの南風から北東風に変化し、気温も大きく低

下（2 時間で約４℃）しました。 
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第 1 図 2011 年台風第 6 号の経路図

この経路図は速報値に
基づくものですので、後日

変更になる場合があります。

第 2 図 7 月 20 日 21 時の地上天気図 
※赤丸：風速 15ｍ/s 以上の強風域 



また急速に北東風が強まり、19 時 30 分～23 時頃にかけては北東の風 25kt 前後が持続

しました（第 4 図）。 
 北東風は、23 時過ぎには一旦弱まりましたが、未明からは再び強まり 21 日夕方にかけ

て 25～30kt の状態が続きました。 
20 日 19 時 30 分頃～23 時頃にかけての北東風の強まりの要因は、シアーラインの南下

に伴って、オホーツク海高気圧を起源とする冷たく重い北東風が 3000～4000ft の厚みを

持って関東地方に流れ込んだため、一時的に北東風が強まったものと考えられます。 
また、21 日未明から日中にかけて北東強風が持続した要因は、関東の南海上に進んだ台

風の動きが遅く、オホーツク海高気圧との間で南北間の気圧傾度の大きい状態が持続した

ことがあげられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 図 局地解析図 
※赤破線：地上シアーライン（北東風/南東風） 

     の位置 
※黒実線：地上等圧線（1hPa 毎） 

第 4 図 羽田空港の風向風速グラフ（7 月 20 日 16 時 00 分～21 日 15 時 00 分） 
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３．北東風の強まりによって乱れた航空交通流 

 20 日 19 時 30 分頃から北東風が強まった羽田空港は、断続的に雨を観測していました。

このため、滑走路は WET コンディションで、A・C 滑走路では横風で 25kt 前後の状態と

なりました。 
また、羽田空港では北東風の場合、RWY34L では乱流によってウィンドシアーが発生し

やすくなり、着陸する航空機に影響することがあります。 
7 月 20 日の事例でも、A 滑走路の RWY34L に着陸中のパイロットにより、20 時 30 分

にウィンドシアーが観測されました。 
このような気象状況下で、20 日 19 時 30 分過ぎからは着陸機のゴーアラウンドが相つ

ぎました。また、この時間帯は交通流が多い時間帯でもあったことから、ホールディング

も複数発生し、このため一時的に羽田に向かう便の出発停止や、出発の遅延が実施され、

国内の航空交通流に影響が出ました。 

４．最後に 

 羽田空港では、北東強風の場合、A・C 滑走路では横風となることから、着陸する航空

機に大きな影響を与えることになります。 
8 月 19 日にも停滞前線の南下に伴って、雷雨と北東強風が発生し航空機の離着陸に影響

が出ました。 
このような気象予測について、気象台では TAF、時系列予報、飛行場気象情報、FCST

コメント等で適宜お知らせしますのでご利用下さい。 
（東京航空地方気象台予報課） 
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羽田空港３－３－１



10035 10045 277 327 248 711 49 200 18 170 25 - - -
10023 10034 260 288 241 802 69 60 14 70 17 - - - 

10029 10040 272 311 243 763 60 180 19 170 25 - - -
9987 9997 288 330 259 704 55 210 28 200 39 0 0 0 

9988 9998 271 313 238 735 61 220 25 220 33 5 5 5 

10042 10052 273 308 247 706 56 180 18 180 26 0 0 0 

10049 10059 268 303 240 737 59 220 27 220 36 0 0 0 

10092 10103 277 307 256 738 62 230 18 170 24 0 0 0 

10127 10138 279 312 254 769 65 180 18 170 24 - - -
10137 10147 282 322 249 7310 54 180 20 170 26 - - -
10149 10160 285 334 256 7311 49 190 19 170 26 - - -
10144 10155 283 325 259 7412 55 180 22 170 30 - - -
10134 10145 278 316 255 7313 57 180 21 170 27 - - -
10124 10134 282 328 255 6914 49 180 19 170 27 - - -
10116 10126 286 328 256 6715 48 180 19 180 25 - - -
10100 10111 286 326 256 7216 50 180 20 170 28 - - -
10085 10096 294 338 263 6917 51 180 25 170 34 - - -
10089 10099 295 333 274 7418 61 180 20 190 27 0 0 0 

10045 10055 275 288 248 8219 75 160 27 160 33 85 45 45 

9954 9965 260 305 220 8420 66 30 26 20 33 60 35 30 

10034 10045 214 233 196 7521 56 30 29 30 40 5 5 5 

10080 10091 211 239 187 6622 54 40 18 30 23 - - -
10067 10078 229 259 197 7023 59 10 17 10 22 0 0 0 

10095 10106 258 298 224 7124 55 180 16 180 22 - - -
10128 10138 273 309 247 7125 57 190 21 170 29 - - -
10141 10152 272 295 254 7126 64 190 22 190 29 - - -
10139 10150 280 314 258 6827 53 180 15 190 20 0 0 0 

10096 10107 262 288 244 8328 66 360 11 190 14 10 5 5 

10054 10064 262 296 245 8229 62 190 13 170 19 40 20 5 

10035 10046 254 290 237 8430 66 100 18 110 22 65 35 35 

10070 10081 236 249 225 8331 73 50 17 50 20 0 0 0 

10051 10061 275 312 248 74上旬 5
10094 10105 282 322 254 74中旬 145
10085 10096 250 279 229 75下旬 120
10077 10088 269 304 243 74月 270

338 187極値 48 30 29 30 40 85 45 45
17 22起日 15 21 21 19 19 19

RJTT地点略号官署名 東京航空地方気象台

㎝㎝

降雪の 積雪の日/要素 大気現象最大瞬間風速

×0.1㎜
1時間
最大風速 合計

方位
３６

風向

ｋｔ

風速

方位
３６

％

最小 風向
降水量最大風速平均気圧

×0.1℃

最低
気温

％

平均

×0.1℃

最高飛行場
相対湿度

×0.1℃

平均

×0.1hPa

海面

ｋｔ ×0.1㎜
現地

×0.1hPa

航空気象観測月表

10分間
×0.1㎜

最大 深さの 深さ
合計 09ｈ

年 月072011

特
記
事
項

>=0

大気現象出現日数
ｆｔｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

0 0 0 13 27 28 20 14 0 0 0 15 5 3 0 0 0 0 0

降雪の深さの日合計階級別日数　㎝気温 日数　℃ 最大風速階級別日数　ｋｔ 日降水量階級別日数　㎜

日最低 日平均 日最高 日最低 日平均 日最高 日最高
<0.0 <0.0 <0.0 >=25.0 >=25.0 >=25.0 >=50.0 >=70.0>=30.0 >=20 >=30 >=40 >=50 >=0.0 >=1.0 >=30.0>=10.0>=5.0 >=50 >=100>=100.0 >=0 >=20>=10>=5

987 187 7 52 0 0 0 0 0 2383 887 0 0 0 0 2 0 0

最低雲高継続時間　分日最深積雪階級別日数　㎝ 視程継続時間　分 ＲＶＲ継続時間　分
ｍ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ ｆｔ

>=5 >=10 >=20 >=50 >=100 <1500 <1000>=200 <5000 <3200 <1600 <1600 <800 <600 <100<200<400 霧 雪<500 <300 雷<100<200

                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    
                                                                                                    


